
1

産学協働人財育成円卓会議 アクションプランの概要

【新しい日本社会を牽引する人材像】

【取組の方向性】

＜大学教育の質の向上と産業界との効果的な接続＞

＜グローバル人材の育成・確保＞

大学に期待する取組：「タフな学生」の育成、主体的に考える力・課題発見能力等の養成、リベラルアーツ教育の充実等。
企業に期待する取組：採用の早期化・長期化の是正、求める人材像の明確化と発信、学生の学びの適切な評価・活用。

○海外留学促進に向けた大学による組織的な支援、留学は不利にならないという企業からのメッセージが必要。世界に
開かれた大学となることも必要。

○海外の学生の帰国のタイミングに合わせた採用（夏・秋採用、通年採用）の拡充や海外インターンシップなどの機会が必要。

○我が国が、新たな成長と発展を遂げるには、世界を舞台に活躍できるタフネスとグローバルな視点を併せ持ち、我が国の
「新たな価値」を創造できる人材育成が決定的に重要。

○世界を舞台にリーダーシップを発揮して活躍できるグローバル人材、既成概念にとらわれないアイデアやモデルで「新たな
価値」や「解」を創出するイノベーション人材の２つを主に議論。

＜知の拠点である大学を活用したイノベーション人材の育成＞

○企業は博士人材の活用に消極的。大学においては産業界が求める能力を備えた人材養成ができていない。
○大学では高度な専門分野の知識とともに、幅広い知識、俯瞰力、独創力等を備えた博士の養成、企業では大学のカリキュ
ラムや教育プログラムの充実への協力や優れた能力の博士人材の積極的な採用が重要。

＜産学の人材交流・流動化の促進＞

○企業と大学の積極的な人材交流により，双方向の理解を深めることが不可欠（共同研究を通じた研究者の派遣・交流、
公募制・任期付きによる企業人材の活用など）。

○受入体制の整備、異なる機関での経験・実績がキャリアアップにつながるようなインセンティブの付与等、交流を容易にする
仕組みづくりも必要。
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【企業・大学による７つのアクション】

業種や分野、これまでの取組状況等に応じて、各企業・大学において、着手が可能となったものからスピーディに実行。

アクション１：世界を舞台に活躍できるグローバル人材の育成のための教育を充実・強化します

（例）ロールモデルとなる企業人材を講師として大学に派遣するなど実践的な教育を支援

アクション２：日本の若者が積極的に海外留学・海外経験ができる環境づくりに取り組みます
（例）学生の海外留学を大幅に促進するための組織的な取組の充実・強化

アクション３：世界中の優秀な若者が、日本で学び、働きたいと思う環境づくりに取り組みます
（例）外国人留学生を対象とした企業セミナーの実施，留学生の受入れの拡大

アクション４：グローバル化に対応した大学の教育環境整備に取り組みます
（例）大学のグローバル化を強力に推進するための柔軟なアカデミックカレンダーの検討・設定及び企業からの積極的な協力

アクション５：社会に新たな価値や成長モデルを創造するイノベーション人材の育成・活用を充実・強化します

（例）企業によるイノベーション人材の積極的な採用・活用に向けた取組の充実・強化、大学院における専門分野を超えた

幅広い知識を有するイノベーション人材育成の取組推進

アクション６：共同研究･協働作業を通じた人材の育成を行うとともに、人材の流動化を促進します
（例）企業・大学双方の情報交換窓口の設置による交流の促進

アクション７：我が国の明日を担う若者への奨学金等経済的支援の充実に取り組みます

（例）企業による奨学金の充実，大学による奨学金情報の提供

【政府に求める取組】

○産学官協働のプラットフォームの構築に向けた取組を進め、一つの社会運動として継続的に推進。
○大学の基盤的経費の安定的な財源確保、産学協働による人材育成や研究開発、奨学金の拡充など。

【円卓会議の今後の取組】

参加企業・大学が着実に人材育成の取組を推進し、プラットフォームを通じた対話・協働により優れた取組に関する情報を共有
するとともに、積極的に情報発信し、社会全体として産学協働で人材育成に取り組む契機となることを期待。


